
食と器のデザイン研究会

食と器のデザイン研究　（実食する集会を実施）

伝統の食の道具、器と、

郷土料理を昔のままで再現しよう。

各市町村に研究の主旨を理解していただき、協力者を募り
その方々のご意見をまとめます。

基本計画をたて、その食文化について分析し、
必要があれば食の道具類の再調査を行います。

実施の計画案を作成します。

写真や映像に残し、webページ等で公開します。

ステップ１　協力者グループ参加呼びかけ

ステップ２　基本計画作成

ステップ３　実施計画作成

ステップ４　食と器のデザイン研究実施

ステップ５　実施記録編集、公開

愛知県立芸術大学デザイン専攻では、これまで『食と器』のデザインテーマについて、大学でのデザ

イン課題として、また道具研究会 （日本福祉大学　知多半島総合研究所、愛知県立芸術大学1997年 ～

2000年、常滑市樽廻船問屋　滝田家、南知多廻船問屋　内田家の調査等）を通じて教員、学生共に取

り組んでいます。

この度、『食と器のデザイン研究会』と題し、知多半島を舞台に食の道具、器と郷土料理を昔のまま

の姿で再現する企画を検討しています。現在は使われなくなった道具や器を再評価し改めて使うこと

により、当時の生活文化や伝統料理を研究し、同時に見失いつつある日本の伝統と心を再認識し、記

録にとどめ、一般に公開しようという企画です。

広く本研究の主旨を理解していただき、ご参加、ご協力をお願い致します。

協力、聞き取り対象者

・料理店の方々、郷土料理研究家など地元の料理

　に詳しい方々。

・伝統的な器を所有されている方々。

・今はなき伝統や風習を語っていただける方々。

・市町村の文化、歴史に関する業務に携わってお

　られる方。

・テーマをしぼり、協力者の道具類を調査、研究を

　行う。さらに料理を決定する。

・地元の方々の意識調査を行う。（アンケート等を

　実施）

・実行シートを作成する

・時期、場所を選択し決定する。

・料理の調達方法を決定する。

・当日の段取り、調整を行う。

・計画に基づく食と器のデザイン研究

・“食”に関する説明と“道具と器”に関する説明

・実食、参加していただいた方から聞き取り、など

　和やかな雰囲気で昔の話しに花を咲かせます。

・全体の取り組み、主旨、料理紹介、道具、器紹介

　など盛り込み、写真撮影及びビデオによる記録と

　行う。

連絡先
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